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2025年も早いものでもうすぐ半年が経とうとしていますね。
いかがお過ごしでしょうか？

さて、裏面に掲載の弊社北川の記事にもありますが、毎年これからの

季節は、熱中症に関する注意喚起のニュースが増えてきますね。

しかしながら、実は、寒い冬だけの話だと考える方が多い

「ヒートショック」も注意が必要なのです。

暑い屋外から帰宅し、冷えた室内に入った瞬間にめまいや吐き気を

感じたことはありませんか？それが、「夏のヒートショック」かもしれな

いのです。

ヒートショックとは、急激な温度変化によって体が受けるストレスのこ

とです。冬場には、暖かい室内から寒い脱衣所やトイレに移動する際

などに起こりやすいとされていますが、夏にも同じようなリスクがあり

ます。特に、強い日差しや、蒸し暑い屋外から冷房の効いた部屋に入

った瞬間など、血圧が急変し、体調を崩すことがあります。

また、高齢者は体温や暑さの変化を感じにくくなる傾向があるため、

徐々に暑くなる室内で熱中症になることがあります。ヒートショックだけ

でなく、こうした隠れたリスクにも注意が必要です。

夏の健康管理のためには、室内外の温度差が極端ならないように、冷房の設定温度は

26〜28℃を目安にして、帰宅後すぐに冷えた部屋に入る場合は、なるべく扇風機や弱冷房で
徐々に体を冷やす工夫をすることで、ヒートショックや熱中症のリスクを軽減することができます。

快適な住環境づくりが、健康を守る第一歩です。住宅の性能を高めるための新築・リフォーム

工事等には、「住宅省エネ2025キャンペーン」等の補助金制度もあります。
気になる方は、ぜひお気軽にお問い合わせください。

これらの制度なども活用しながら、これからの季節は、「冷やしすぎ」や

「急な温度変化」、そして「暑さに気づいていない」ことにも気をつけて、

2025年の夏を元気に過ごしたいですね。
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夏のヒートショックにもご注意を！
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当社は持続可能な社会の実現のために、SDGｓに積極的に取り組んでいきます。



青木　ひさ志 北川　伸人

新緑の候、田んぼにも緑が戻り、清々しい風を感じる季節

になりましたが、みなさんは、いかがお過ごしでしょうか？

毎年この時期になると、地元の川の蛍がどれ位飛ぶのか

が気になり、そわそわしてしまう今日このごろです。

少し前までは、河川や大気の汚染による自然破壊が原因

で、蛍を見ることが出来なくなっていましたが、下水道の復

旧に伴い近くの河川だけでなく、びわ湖の水質も改善の傾

向にあり、桜の咲く前の3月下旬の風物詩、『本もろこ釣り』

が復活していると嬉しい知らせを聞けるまでになりました。

建築業界でも、平成の時代には、銅板を使用した屋根材

や樋が酸性雨の影響で穴が開いたりしていましたが、昨今

そのようなご相談を受けることがなくなり、銅製品の腐食も

見られなくなってきて、酸性雨自体が少しずつ納まって来て

いるように思います。

一度はあきらめていた豊かな自然

を取り戻せそうなこの良い流れをみ

んなが意識して、目の前の快適性を

求める時には、少し環境への配慮も

忘れずにして行きたいものですね。

過酷な昭和・平成を生き抜いた、

『老害』 間近のあおきでした。

♪ げんざい かこ みらい ♪
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衣類の不快なニオイをケア

夏場のお洗濯のポイント
熱中症

しっとりとした空気に緑の香りが漂う初夏の候、

皆様におかれましては、お元気でご活躍のことと存じます。

今回は、「室内の熱中症」についてコメントします。

熱中症といえば屋外で発症するイメージですが、実は熱

中症の約４割は室内で発症しています。

なぜ強い日差しが届かず冷房がかけられている室内で

熱中症を発症してしまうのでしょうか？

運動不足の人やアルコールをよく飲む人等脱水が起き

やすい状態の人、高齢者や活動的なお子様が室内で熱中

症になりやすくなってしまいます。そこで、室内での熱中症

対策についていくつか紹介します。

1.室温だけでなく湿度もチェックする
湿度が高い状態だと汗が蒸発せず、熱が体にこもって

体温が下げにくくなってしまいます。

50％～60％程度に保つことが大切です。
2.水分と塩分を補給する
水分補給は熱中症対策の基本となりますが、水分を取

りすぎると体内の血液の塩分濃度が下がってしまいます。

塩分補給も忘れずに行いましょう。

今回は、室内の熱中症対策として

「湿度」と「塩分」について紹介 しました。

皆さまのお役に立てれ幸いです。

今年の夏も暑くなると予想されています。

熱中症対策をしっかり行いお元気で

お目にかかれること事を心待ちしています。
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